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新「朝鮮半島の文化」展示に関する所見

孟仁在（韓国文化財委員）

 新「朝鮮半島の文化」展示は、大きくみてプラスティック文化以降を含める現代文

化の展示が新しく編入され、既存の展示アイテムは、おおまかな骨格を維持しながら、

部分的な調整を加え、 「パティオ」には酒幕を新設し、その結果、かなりの変化をみ

せている。

 そのほかに「韓国における日本文化」 （植民地時代の文化）展示と「海外のコリア

ン」も構想されているが、準備中であるため、これから期待される。

 現代文化の展示に先立ち、朝倉先生は「五千年の歴史を持つ朝鮮半島の文化」の象

徴として檀君を展示対象に選んだ。民俗信仰の表象として檀君を登場させたのは、韓

国現代社会の歴史・文化・信仰を現状把握する側面からも適切な方法であったと考え

る。歴史的には、大きな象徴性を帯びている点で、その選択は妥当であり、それが信

仰的な生態からも起伏はあるが厳然として現代社会においても大きな比重を占めてお

り、その信仰自体が現代社会と連続性を持っている点からも意味が大きいと考える。

 ただ、適切な展示資料の不足から、展示自体は多少単調になっているように思われ

る。この部分に関しては、今後も資料の補充がされ、現代的な意味付与とともに歴史

的な理解ができるだけ補われることが望まれる。

 導入部側から朝鮮半島の展示場全体をみれば、空間は内側にとても長く （深く）、

壁がとても高くみえる。右側壁面の半分ほどは、大型の透明なガラスになっている。

そこからその向こう側の大きな空間を背景にした酒幕と、その前庭の開かれた空間に

近づけるようにしたのは、そのそばに再び透明な出入口を設け、酒幕に出入りできる

よう開放されたことと同時に、一つの驚異的な成果であるといえる。展示の全体的な

印象は、今日の時点からみた現代文化が強調されているという点と、内側に進むほど

仏教文化・巫俗文化の宗教的・信仰的な多くの資料が比較的強烈な原色を遺憾なく発

している点であるように思われる。

 左側に、大きく拡大された儒教的な祭祀映像と仏教文化の資料などがいっぱいに飾

られ、これに直角をなした突き当たりの壁面には、巫俗文化の資料がいっぱいに飾ら

一62一



新〈韓牛島文化〉剤λ回豊邊小見

応仁在（韓國文化財委員）

 凄く韓牛島文化展示〉ゼヨ刈皇唱署叫ム目暑糾01街灯王雪丸ゼ現

代文化到展示7ト川呈01唱『雪qエ71善到展示叫。園｛｝司7刊晋肩｛｝弁

ス固遇刈回外司q呈閣暑フ点綴三明“叫日皇”面心酒四海型翌司《月ユ

召叫・甘豆鍾｝遇司・皇土。圃q銀亡1．

 ユ斜州〈韓國州刈到 日本文化〉（植民地時代文化）展示舛く海外釧

言出？｝〉三子甘喜倒ユ銀立1斗ユ歪司7ト速急号。回読モ｝司暑フ1司苛7刊

9モ壬呈磐01亡ト．

 現代文化到展示州 望刈朝倉丑古血＜5週唱到 9朴暑ス国論韓牛島

文化〉愚な碧湖沼刈団扇暑展示司杢｝皇呈曇日司・戴亡ト．民族信仰q豆な

立楽長檀君暑号を入1姓唄｛｝韓國現代杜會到歴史・文化・信仰剋剤州

司選q甘叫叫O複｝斉唱d1刈三司有を磐唱01銀叫エ想Z：卜宅叫．歴史的皇

呈セ暑甘碧三差屯叫セ血振刈ユ旭日書身喝苛叫エ想4羽司，ユ引01

信仰的想闘副司王フ1留書戴皇耳望q司現代祉會州山斗暑出立暑升ス1

司・司ユ信仰スト刈丹現代肚會叫連記性説奏エ銀墨汁召司刈呈到ロ1フ㍗

ヨ耳ユ想z：卜宅1斗．

 叫魁司軽量展示資料釧早香立呈展示ス圃セ叫杢血忌口論月日1斗

エ憩4宅τ斗．01早暑・雪白生蜜上州王資料暑旦を司・α1現代的望意味早

司革紐刎歴史的q◎1司7ト一三昇旦♀｝司セ唄01二君司苛叫想z三宅叫．

 導入部等（¶刈韓牛島展示場石刈暑．旦唱空間書？｝等皇呈剛♀召エ

（翌エ）遇薯・刊♀蓋叫旦望u｝．右側遇遇釧智魁7隠｛｝司碧到早噌聾♀

司自立呈9（判銀明ユ歯噛素子刈司喜暑社主叫素志呈重｝酒幕斗ユ

望署到旦剋号社01叫7ト皇民耐裂・9，ユ白州叫入1早噌聾出入口暑早

強射映立呈三1鼻息牛銀王尋フ刊磐を裂斗哲列司・耳到驚異的成果叫望

牛銀烈叫．石入回週刈司q望杢｝喜皇巻潮時黒占州刈薯現代文化7レ強調

司エ銀亡トゼ引：叫論士皇受血奈尋佛教文化・巫俗文化到宗教的・信仰的

q鴇書資料暑01暗面司強烈耐雪色暑夏♀君上01週朝旦01エ銀亡R∋召

勉凌召叫．

 宅週d1司碧皇呈叫司宅儒教的祭禮（暮甘叫佛教文化資料暑。17ト号

司1♀1ス1エ01州司冴｛｝。1｛…一叫叫忌遇遇州セ巫俗文化資料暑017ト号司1♀1

一63一



れている。これらの高い壁面の大型展示に囲まれた、真ん中の列の展示には、人の一

生、生と死をつめた韓国人の通過儀礼的な資料が有機的な関係で配置されており、こ

れら多面的な精神的基調が、一つの空間に統合され、流れているような印象を与える。

 そして、向かい側壁面に引き続く、農楽・仮面劇の資料と平生図屏風も、それぞれ

芸術的・精神的な流れの系統を象徴しているのである。

 韓国人の一生を通じた儀礼に割り当てられた展示空間と資料は、おそらく不足した

空間のため最大限に縮約され、節約されたことをみせている。とくに「トル」 （一歳

の祝い）から「婚礼」にいたる限られた資料は、とても象徴的なものに限られ、節制

されているので、その夢や願い、希望的な雰囲気の表出といったものを考えると多少

もったいない感じを禁じ得ない。葬礼での喪主夫婦の服装からも、簡略さと強く象徴

的な表現技法の限界がうかがわれ、むしろ観客の心に強い印象を植えつける技法とな

っているようにも思われる。

 農楽と仮面の展示からは基本的な資料の陳列にとどまっている感じを受けるが、こ

の点は空間が不足しているためと見当している。その芸術的な行為の映像が、せめて

小さな写真ででも補えないものかと思う。国楽や民俗音楽のような分野は、すべて省

略されているものの、展示の効果面では、硬直した資料の羅列にとどまらず、固い気

持ちを呼び起こす聴力に呼びかける方法はないのか？（もちろんビデオテークがある

にはあるが）

 食生活の用具と食文化の展示も、極めて象徴的なものにとどまっていることを見て

取れるが、やはり空間不足のためと推測される。

 生活用具の展示は、この展示場の入り口右側に位置を占めている。この部分で「ひ

き臼」や「背負子」、 「石臼」および裏側の「摯」 「唐鋤」 「殻竿」などは部分的に

調整をし（酒幕の物置小屋に移すなど）、より高さがあがった展示壁面を平面、また

は2－3段のピラミッド型の展示台によって低くしたなら、その内側の食生活側の展

示空間と入り口側から内側を一目で展望できる。現在の状態では、水平な視点で平生

図の展示壁面側を遮断する役割をし、展示導入部である左右の導入空間を二分してい

るように感じられる。導入空間を拡大する関係が調整されたなら、朝鮮半島の展示場

の導入部空間は、大きなガラス窓の外映る旧幕と、その全面の広場全体の空間が、酒

幕出入口および済州島民家の模型側空間ともすべて単一空間として統合する効果を得

ることができ、朝鮮半島の展示場をとりまく全体空間の雰囲気も大きく拡がるのでは
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淵銀叫．01暑蓋薯用唱q則碧迅入回1暑司舛q中列潮叫叶週刃州セ

人生9一生，生斗死暑后エ銀セ韓國人9通過儀禮司資料暑01有機的

普刈呈魁剛9司叙0101暑（月司屯到精神的基調7ト司・叶到空間叫統合

9（判亙旦エ叙セ昊尋印象音歪可．

 ユ司エ石芋男用唱酒仙・1司ス1セ農樂・假面劇資料暑斗卒生圖屏風

暑呈：zレ1（弔告司・葱くユ司亙暑・到尋暑フ1暑杢｝判司・エ銀セ唄暑01亡卜．

 。1量号q潮一生儀禮叫四一宅展示空間斗資料暑薯嶺町三時今戸号

社叫呈州司朗司・斉叫月エ一列月司物音暑旦引手モ・唄虐’叫．判司“暑”

唖r“喜司1”呈・回ス1一帯そ回スト豆暑｛≧剛♀甘を司q耐王刷ンr鯛国

エ戴セ司ユ吾斗杢唱，恥部司黒門♀1フ回豆著司レ『叫杢。｝引金と昭間

引哲奈叡亡ト，甘司司レ『浮洲手内外到服装州刈王層群哲斗酒醒甘碧司

豆弔71唱到耐耐暑旦司手押投・1叫司・奴皇明皇司司尋明手・陪平なを

q杢｝暑碧司暑奈戴セ71範例牛銀叫エ層之国フ1三漁礁叫．

 皆叫斗假面石入回レ『三71門司叫三斜冠（i豊司1ユ室1と昭01三セ日1，01

相学暑社早尋剛呈01銀叫エ召4月銀叫．ユ叫門司墾♀1釧噌甘暑014書

朴萢皇呈叫呈旦豊平四四ス1蕗引割ηト想：Z卜宅亡卜．國樂叫民俗樂男子呈

叶セ旦早省略9銀皇1斗超入1釧豆斗週（斗レ『セ眉司宅スト豆斜1斗望州ユヌ1

ス1蕗エ暑薯小名・暑荘司望立ヲ1ゼ碧弔重杢91骨唱書叡暑セス1？（号忌

日1門下日1。1ヨ7を戴フド旨掛ス榎｝＿）

 食生活暑子叫食文化様態到石入回レ『旧号司甘召司？ユ唄立町刈ユヌ1

エ戴告暑望冷郎ゼ司9入1苦野田不足叫呈01i斗ユ苓z｝宅叫．

 想妊暑子等刈セ01組入1ス回入口右側叫スレ司看エ郎ゼ司01部三州

刈‘矧暑”斗“ス圃”，“唄暑”喫宮廻到“碧7γ’，“引戸’，“呈喫7月”号薯早甚

司q調整暑司・エ（酒幕釧唄社州。レヨ？）q蓋01暑弔え｝展示壁暑平面王

セ2－3牡到司モ斗引墨週入1丁寧野手司歪1斗嘔，ユ魁等割食生活奪展示

空間叫入口等司レ『魁町暑尋ゼ列組雪吊剛司王・午碧司入lz回刈卒生写

石入圏等暑ヌ採｝司・セ9碧暑苛τ目展示導入部左右側入空間暑誓判司・

セ甘印呈と屑対導入苦社叫司普測7ト呈碧国辱嘔耐旦｝三石入1を呼唱

早暑社薯朗碧弁司甲州dレ『日射町明皇セ酒幕斗ユ週里叫1ま組翔到

暑社01酒幕出入口喫濟州島民家模型等号社斗王呈早引望苦そ｝皇旦暑

曽苛セ互一塁望暑冷叙三四壱エ，量魁王石入｝を迅刈苦辛早♀1フ1呈

ヨ洲叫司モ1奈戴ス1露暑叫スレ子骨叫．
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ないかと指摘できる。

 酒幕の前庭に降りる階段の間のステンレス板は中庭の土と合うように色を塗れば、

もう少し調和が出てくる。また「チャンドクテ」 （味噌醤油をためた瓶）は多少狭く

感じられ、もう少し広くすれば安定感を与え、小さな素焼き壺をいくつか追加すれば、

まとまった雰囲気を出せるのではないか。この先、ある時期にチャンドクテの段を少

し低くして広げて、大きな瓶のまわりを観覧者が自由に歩き回ることができ、瓶と壺

のなかには醤油、味噌、コチュジャン（唐辛子味噌）、チャンアチ（大根などの醤油

漬け）、塩辛などを、食物模型の状態で内部処理をすれば、酒幕はより活性化し、展

示も多様になると思われる。酒幕の周囲は、現在とてもぎこちなく、実際とは異なっ

た雰囲気である。息苦しさを減らすことが酒肥が持つ本来の機能であると考えれば、

空間状況はとても逆説的である。しかし一方で、運良くもこの世界的な大博物館の貴

重な展示空間に招待され、多くの来訪客と出会うことになる。酒幕の機能は、酒を売

って人々に安らぎを与えたりもするが、通り行く人を泊まらせたり、食事を提供した

り、各地の消息を伝えて交換する交流の場所でもある。過去において、もっとも普遍

的な休憩空間であったにもかかわらず、古い文献に酒幕という名称は頻繁にみられな

い。律宗のとき、郷里泰仁に隠居した丁克仁（1401－1481）の嘗春曲には「樽中が

 小童 酒家に酒を納め…」という節が春の日を楽しむ歌詞のなかに入っているのが

みえる。

 平幕の周辺にある空き地に粗略な木箱などを配列して、そのなかに土を入れて野菜

や草を植え、花木や落葉樹を植え、多少美化、緑化すればいいし、入り口の内側には

古い木の根もとと古びたチャンスン、ソッテも一組ずつ立てたなら、多少は趣のある

雰囲気を醸し出すことができる。

 われわれの希望事項は多く限りないながら、ここまでその可能性の世界を引き出し、

希望事項を開陳できるように、新しい展示局面を開いてくれた国立民族学博物館当局

と研究陣の苦労に感謝したい。
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 酒幕到望暑司吐朴01到ム司q司ム平｝薯叫号9土色斗喫三尋塗色暑

を叫唱香司呈糾フト暑誤社皇司を暑朗（日レヌ1τニ ロ）ゼ1斗杢唱杢を昊苛明

香司覇司刈・i｝碧召暑手エ4書牡ス1喫フ肩暑半7種｝叫唱。昭妊旦誓暑

川別只ス1蕗暑叫想z｝宅叫．を叫・判と入レ回を昇州到毫｝暑香巽柔エ

冨司刈暑昇手♀：陪モ｝菅スレトストー拝暑州召明刈暑牛銀川司・エ昇斗牡

ス1唱州セ社そ｝，宅を，ユ柔葱を。國，狽巷号暑音司旦碧な司呈川早

淵司暑苛里酒幕書日・♀一書闇糾qエ起入1王1斗磐胡召牛銀皇司叫碧z｝宅

1斗．酒幕到四周セス1君叩♀叫叫糾エ01召揖q甚♀1フ1011斗．唱’冒曽暑望

朝手ゼ授01酒幕到薯謝フPま望唄暑谷？｝計唱空間状況薯叩♀ql翌司

q唄壱叫．ユ司叶王耐廻，岳。｝奪別呈。1矧刃レ『q司叫暑モ｝円朝号赴

宇目1号社州主司日（触雷薯川口明暑喫別労銀叫．酒幕到7ドま薯含暑豊

四二梶｝暑州翔♀栓｝下手フ1野司・ス1魁行人暑刈♀1手甲子告剤｛｝刈晋きトフ1

王司一司朴骨到杢四型石帯エ丑暑司一モ旦昇qを杢01フ1呈選裂01叫．斗

刃司7隆｝皇週司皇！弄剤晋社01銀音州三r更文鰍司1セ酒幕01叫セ01暑寿

升喜司旦01ス1蕗セ叫．碧暑剛，郷里泰仁州隠居殻望丁克仁（1401－1481）

二七春野州モ“樽中01判鬼囚引せτ下司望到司叫，小童下司亡団酒家列

を暑暑（判．＿”叫セ句節01閉せ暑暑71ゼ丹入ト奇叫暑（判銀告暑旦◎1エ戴
叫．

 酒幕到手遇空地司粗略耐1斗早甘スト叫王剛望胡刈ユ？｝州吾暑刈斜

ヌ刊呈し｝署王唱エ昊耳早歩弓唱冷呈忍明τ干杢美化，緑化梨豆唱等裁エ，

入口子等門門皇司宅叶早号ヌ1舛計書を告，宍司王を魁烈層ゼ叫遇
u｝杢引回司七一♀レ1暑ス境遇喫｛｝叫．

 ♀司暑91司三四奄喜留エ選。｝叡立し｝司71叫ス1ユ可能性91補刈暑

01晋（判皇エ希望事項音羽萢墾牛銀王一三呈岳展示局面音望（山手くユ

民族學博物館想到斗研究陣到螢苦州召舜引例． （皿E）
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